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坪　

井　

主　

税

　

は
じ
め
に

　
「
積
極
的
平
和
主
義
」
を
素
直
に
英
訳
す
れ
ばactive 

pacifism

（
ア
ク
テ
ィ
ブ 

パ
シ
フ
ィ
ズ
ム
）
だ
ろ
う
。
だ

が
首
相
官
邸
の
英
語
はproactive contribution to peace

（
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ 

コ
ン
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

ト
ゥ 

ピ
ー
ス
）。
な
ぜpacifism

を
使
わ
な
い
の
か
。Pacifism

を
使
え
ば
、「
積
極
的
平
和
主
義
」
の
本
当
の
目
的
が
誤

解
さ
れ
る
、
と
安
倍
首
相
の
側
近
（
英
語
堪
能
、
英
語
世

界
の
常
識
を
熟
知
し
た
側
近
）
は
考
え
た
の
だ
ろ
う
。
英

語
世
界
でpacifism

と
言
え
ば
、
そ
れ
は
ふ
つ
う
「
平
和

主
義
。
戦
争
を
し
な
い
、
戦
争
を
拒
否
す
る
主
義
」
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
そ
の
主
義
を
持
つ
人
をpacifist

（
パ

シ
フ
ィ
ス
ト)

と
言
う
が
、
そ
れ
は
「
平
和
主
義
者
。

戦
争
を
し
な
い
、
戦
争
を
拒
否
す
る
人
」
の
他
に
「
弱

虫
、
卑
怯
者
」
と
い
う
隠
れ
た
意
味
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

proactive contribution to peace

を
用
い
た
。

　

Proactive

と
言
う
英
語
は
、
に
き
び
予
防
薬
の
商
品
名

に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
は

医
学
用
語
で
、「
先
行
的
な
、
即
応
的
な
」
と
言
う
意
味

だ
が
、
米
軍
で
は
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や
テ
ロ
対
策
の
作
戦
名

に
使
っ
て
い
る
。Proactive contribution to peace

は
、

素
直
に
和
訳
す
れ
ば
「
平
和
へ
の
積
極
的
貢
献
」
に
な
る
。

そ
れ
を
「
積
極
的
平
和
主
義
」
と
置
き
換
え
た
の
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
英
語
も
そ
の
素
直
な
和
訳
の
意
味
も
漠

然
と
し
て
い
る
。「
平
和
へ
の
積
極
的
貢
献
」
と
い
う
表

現
な
ら
、安
倍
首
相
な
ら
ず
と
も
誰
で
も
言
え
る
し
、言
っ

て
き
た
。
安
倍
首
相
の
言
う
「
積
極
的
平
和
主
義
」
の
本

当
の
目
的
は
何
か
、
そ
し
て
、
こ
の
言
葉
の
下
、
安
倍
首

相
は
日
本
を
ど
ん
な
国
に
し
よ
う
と
す
る
の
か
。「
積
極

的
平
和
主
義
」
と
い
う
言
葉
の
生
み
の
親
で
あ
る
伊
藤
憲

一
氏
の
歴
史
観
と
氏
の
日
本
の
外
交
戦
略
提
言
を
点
検
す

れ
ば
、
そ
れ
が
見
え
て
く
る
。

　

１
「
積
極
的
平
和
主
義
」
提
唱
者
の
歴
史
観

　

伊
藤
氏
は
、
一
九
六
〇
年
外
務
省
に
入
省
し
、
米
陸
軍

語
学
校
お
よ
び
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
政
治
学
部
大
学
院
留
学

の
後
、一
九
七
七
年
退
官
。
青
山
学
院
大
学
教
授
を
経
て
、

一
九
八
七
年
か
ら
今
日
ま
で
日
本
最
大
の
保
守
系
シ
ン
ク

タ
ン
ク
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら

公
益
財
団
法
人
）
の
理
事
長
を
務
め
る
国
際
政
治
学
（
戦

略
学
）
者
だ
。

　

同
氏
は
本
年
初
頭
、
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
「
積
極
的
平
和
主
義
」
を
生
む
に
至
っ
た
自
ら

の
歴
史
観
を
こ
う
披
瀝
し
て
い
る
。
そ
の
要
旨
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
以
降
の
世
界
は
、
核
抑
止
と
経
済
的
相
互
依

存
の
実
態
に
鑑
み
、
不
戦
時
代
に
入
っ
た
。
国
家
と
国
家

が
無
差
別
に
殺
傷
し
合
う
戦
争
時
代
は
終
わ
っ
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
不
法
行
為
者
に
対
す
る
「
自
衛
」
と
「
制
裁
」

の
た
め
以
外
に
は
武
力
の
行
使
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
う
し

た
世
界
不
戦
体
制
を
支
え
て
い
る
の
は
国
連
で
あ
り
米
国

を
中
心
と
し
た
西
側
先
進
民
主
主
義
国
で
あ
る
。
こ
う
し

た
世
界
の
流
れ
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
日

本
の
平
和
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
氏
は
さ
ら
に
、
日
本
は
、
こ
れ
ま
で
の
憲
法
九

条
に
も
と
づ
い
た
「『
消
極
的
平
和
主
義
』（「
日
本
だ
け

の
平
和
は
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
で
よ
い
」
と
す
る
一
国
平

和
主
義
）」
か
ら
脱
皮
し
て
、
新
し
く
『
積
極
的
平
和
主

義
』（「
世
界
全
体
の
平
和
な
く
し
て
、日
本
の
平
和
な
し
」

と
い
う
世
界
平
和
主
義
）
の
旗
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」（
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｅ

－

論
壇
「
百
花
斉
放
」

「
積
極
的
平
和
主
義
」と
は
何
か
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二
〇
一
四
年
一
月
二
日
か
ら
）。「
積
極
的
平
和
主
義
」
と

言
う
言
葉
は
、
憲
法
九
条
に
も
と
づ
い
た
平
和
主
義
に
対

す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
造
語
さ
れ
た
の
だ
。

　

伊
藤
氏
が
初
め
て
こ
の
言
葉
を
使
っ
た
の
は
、
二
三
年

前
に
出
し
た
『「
二
つ
の
衝
撃
」
と
日
本
―
「
勝
者
な
き

平
和
」
の
「
新
世
界
秩
序
」
を
求
め
て
』（
伊
藤
憲
一
、

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
一
九
九
一
年
一
一
月
）
だ
。
こ
の
中
で

氏
は
、
一
九
九
〇
年
八
月
の
イ
ラ
ク
の
ク
エ
ー
ト
侵
攻
を

阻
止
す
る
「
湾
岸
戦
争
」
と
ソ
連
か
ら
新
生
ロ
シ
ア
へ
の

移
行
の
引
き
金
に
な
っ
た
一
九
九
一
年
八
月
の
「
ソ
連
八

月
革
命
」
と
い
う
歴
史
的
変
動
に
衝
撃
を
受
け
、
そ
れ
ら

の
変
動
が
今
後
の
国
際
社
会
に
何
を
も
た
ら
す
の
か
、
そ

し
て
今
後
の
日
本
外
交
戦
略
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
説
い

た
。
こ
の
本
を
読
ん
だ
筆
者
は
、
氏
が
こ
の
言
葉
を
作
っ

た
き
っ
か
け
は
、「
二
つ
の
衝
撃
」
よ
り
も
も
っ
と
大
き

な
「
第
三
の
衝
撃
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す

る
。
す
な
わ
ち
、
湾
岸
戦
争
に
お
い
て
日
本
は
、
氏
の
期

待
し
た
国
連
が
認
可
し
た
多
国
籍
軍
へ
の
自
衛
隊
参
加
は

せ
ず
、
代
わ
り
に
一
三
五
億
ド
ル
（
一
兆
四
千
億
円
）
も

の
財
政
協
力
し
た
の
だ
が
、
終
戦
後
の
一
九
九
一
年
三

月
一
一
日
の
米
紙
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
ク

エ
ー
ト
政
府
の
感
謝
決
議
に
は
日
本
の
名
前
が
な
く
、「
日

本
は
金
は
出
す
が
人
は
出
さ
な
い
、
危
な
い
こ
と
は
し
な

い
」
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
批
判
さ
れ
た
と
い
う
「
衝

撃
」
で
あ
る
。

　

翌
一
九
九
二
年
、
国
会
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
論
議
の
際
も
、
公
聴

会
の
公
述
人
と
な
っ
た
氏
は
次
の
よ
う
に
持
論
を
展
開
し

た
。「
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
に
入
っ
て
、
ボ
ー
ダ
ー
レ

ス
現
象
が
世
界
的
に
拡
大
・
深
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
国
際
情
勢
の
中
で
、
我
々
が
直
面
し
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
を
一
国
だ
け
で
解
決
す
る
、
あ
る
い
は
、

他
国
と
相
談
せ
ず
に
自
分
だ
け
の
行
き
方
を
押
し
通
す
一

国
主
義
、
ユ
ニ
ラ
テ
ラ
リ
ズ
ム
（
筆
者
注
・
単
独
主
義
）

が
破
綻
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
典
型
が
イ
ラ
ク
が
ク
エ
ー

ト
に
侵
攻
し
た
状
況
を
、
世
界
は
他
国
の
こ
と
、
関
係
の

な
い
こ
と
と
し
て
黙
視
黙
認
す
る
の
で
は
な
く
、
国
連
決

議
等
を
通
じ
て
、
共
同
の
意
思
と
共
同
の
行
動
を
と
っ
た

こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
日
本
は
今
、
協
調
の
道
を
進

む
の
か
、
孤
独
の
道
を
進
む
の
か
、
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。

孤
独
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
世
界
共
同
体
と
の
一
体
意

識
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
考
え
る
」（
一
九
九
二
年

五
月
二
六
日
、
参
議
院
第
一
二
三
回
国
会
、
国
際
平
和
協

力
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
公
聴
会
議
事
録
か
ら
抜
粋
）。

　

そ
し
て
さ
ら
に
、「
私
見
」
と
断
り
な
が
ら
、
次
の
よ

う
に
述
べ
た
。「
Ｐ
Ｋ
Ｏ
と
は
別
に
、
湾
岸
戦
争
時
の
多

国
籍
軍
の
よ
う
な
Ｐ
Ｅ
Ｏ
、
ピ
ー
ス
・
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ

ン
ト
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
筆
者
注
・
武
力
行
使
を
伴
う

国
連
平
和
執
行
活
動
）
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
、
Ｐ
Ｅ
Ｏ
に
参
加
す
る
こ
と
も
憲
法
上
許

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
」（
前
掲
、
同
議
事
録
）。

　

氏
の
言
う
「
一
定
の
条
件
」
と
は
、「
陸
海
空
そ
の
他

の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
こ
れ

を
認
め
な
い
」
と
す
る
憲
法
九
条
二
項
の
し
ば
り
を
は
ず

す
こ
と
だ
。
こ
の
九
条
二
項
に
つ
い
て
、氏
の
著
書
『
新
・

戦
争
論
―
積
極
的
平
和
主
義
へ
の
提
言
』（
新
潮
新
書
、

二
〇
〇
七
年
）
に
お
い
て
、
こ
う
切
っ
て
捨
て
た
。「
第

二
項
は
、
過
ぎ
去
っ
た
「
戦
争
時
代
」
の
発
想
や
思
考
で

雁
字
搦
め
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
こ
と
は
、
日
本
が
不
戦
時
代
に
入
り
つ
つ
あ
る

世
界
の
流
れ
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
不
戦
時

代
を
作
り
だ
そ
う
と
す
る
世
界
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
背
く

こ
と
に
さ
え
な
る
」（
同
新
書
一
五
三
頁
か
ら
）。

　

筆
者
は
、
氏
の
言
う
「
世
界
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
に
背

い
て
も
、
非
は
非
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
っ

て
い
る
一
人
だ
が
、
氏
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
二
〇
日
に

開
戦
し
た
い
わ
ゆ
る
「
イ
ラ
ク
戦
争
」
に
お
け
る
米
国
の

行
動
に
つ
い
て
、
こ
う
強
弁
す
る
。「
結
果
的
に
イ
ラ
ク

に
大
量
破
壊
兵
器
が
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
米
国
の

行
動
は
越
権
行
為
で
あ
る
と
世
界
世
論
の
か
な
り
の
部
分

か
ら
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
…
…
国
連
決
議
を
実

行
す
る
た
め
に
行
動
し
た
米
国
を
批
判
す
る
こ
と
は
、
大

局
的
判
断
を
見
失
っ
た
大
き
な
誤
り
で
あ
る
」（
同
新
書

一
五
〇
～
一
五
二
頁
か
ら
）。
伊
藤
氏
は
、
強
烈
な
親
米

派
な
の
だ
。

　

２　

フ
ォ
ー
ラ
ム
提
言
の
「
積
極
的
平
和
主
義
」

　

伊
藤
氏
は
し
び
れ
を
切
ら
し
た
の
だ
ろ
う
。
い
く
ら
研

究
・
著
作
を
通
し
て
主
張
し
て
も
、
歴
代
自
民
党
政
権
は

「
積
極
的
平
和
主
義
」
を
採
用
し
な
い
。
氏
は
、
学
者
か
ら

政
治
家
を
動
か
す
ア
ジ
テ
ー
タ
ー
へ
と
方
向
転
換
す
る
。

そ
の
結
果
が
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
の
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
第
32
政
策
提
言
「
積
極
的
平
和
主
義
と
日
米
同
盟
の
あ

り
方
」で
あ
る（
次
頁
参
照
）。
二
〇
〇
九
年
発
表
だ
か
ら
、
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そ
の
後
に
起
き
た
尖
閣
列
島
に
お
け
る
中
国
漁
船
の
海
上

保
安
庁
艦
船
へ
の
体
当
た
り
衝
突
事
件
、
韓
国
李
明
博
大

統
領
の
竹
島
上
陸
、
そ
し
て
北
朝
鮮
の
指
導
者
交
代
と
ミ

サ
イ
ル
実
験
の
強
行
と
そ
れ
ら
に
伴
っ
て
巻
き
起
こ
っ
た

国
内
の
一
部
国
民
の
す
さ
ま
じ
い
ま
で
の
「
嫌
中
、嫌
韓
、

嫌
北
朝
鮮
現
象
」
は
、
分
析
・
加
味
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
そ
れ
ら
を
除
け
ば
、
提
言
内
容
は
今
日
安
倍
首
相
が

行
い
、
こ
れ
か
ら
行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
の
下
敷
き
に

な
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
提
言
は
九
項
目
。
そ

の
一
つ
一
つ
に
詳
細
な
付
加
説
明
も
付
い
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
要
約
す
る
。
大
分
量
で
あ
る
が
、
じ
っ
く
り
と
目

を
通
し
た
い
。

　

つ
い
で
な
が
ら
一
言
付
け
加
え
れ
ば
、
こ
の
提
言
を
承

認
・
署
名
し
た
の
は
八
七
名
の
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
政

策
委
員
、
た
と
え
ば
、
民
主
党
政
権
で
防
衛
大
臣
を
努
め

た
森
本
敏
、
大
宅
映
子
・
評
論
家
、
小
池
百
合
子
・
衆
議

院
議
員
、
島
田
晴
雄
・
千
葉
商
科
大
学
学
長
、
ト
ラ
ン
・

ヴ
ァ
ン
・
ト
ゥ
・
早
稲
田
大
学
教
授
、
西
尾
幹
二
・
評
論

家
、
袴
田
茂
樹
・
青
山
学
院
大
学
教
授
、
内
田
忠
男
・
国

際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
屋
山
太
郎
・
政
治
評
論
家
、
吉
田

康
彦
・
大
阪
経
済
法
科
大
学
客
員
教
授
な
ど
な
ど
（
敬
称

略
）。
世
論
に
影
響
力
大
な
、
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
で

あ
る
。

日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
32
政
策
提
言 

「
積
極
的
平
和
主
義
と
日
米
同
盟
の
あ
り
方
」（
抄
）

　

二
〇
〇
九
年
一
〇
月　

日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
政
策
委
員
会

　

一　

国
土
防
衛
の
た
め
の
提
言

１　

「
非
核
三
原
則
」
な
ど
の
「
防
衛
政
策
の
基
本
」
を

再
検
討
せ
よ

　

一
九
八
七
年
の
閣
議
決
定
以
来
、
日
本
の
「
防
衛
政

策
の
基
本
」
は
、
①
「
専
守
防
衛
」
②
「
軍
事
大
国
に

な
ら
な
い
」
③
「
文
民
統
制
の
確
保
」
④
「
非
核
三
原

則
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
、
防
衛
力

構
築
に
歯
止
め
を
か
け
る
後
ろ
向
き
の
論
理
と
し
て
機

能
し
、
防
衛
戦
略
論
の
出
発
点
と
な
る
自
由
な
思
考
や

発
想
を
封
殺
す
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
北
朝
鮮
の

核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
の
脅
威
に
直
面
し
た
日
本
は
、「
専

守
防
衛
」
の
意
味
を
明
確
に
再
定
義
す
る
必
要
が
あ

る
。「
非
核
三
原
則
」
の
第
三
原
則
「
持
ち
込
ま
せ
ず
」

も
、
形
骸
化
し
て
い
る
。
米
国
の
核
抑
止
力
に
依
存
す

る
日
本
の
立
場
と
矛
盾
し
な
い
原
則
に
す
る
必
要
が
あ

る
。
近
く
予
定
さ
れ
て
い
る
防
衛
大
綱
の
見
直
し
の
機

会
に
、
こ
れ
ら
の
「
基
本
」
原
則
の
再
検
討
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

２　

米
軍
再
編
プ
ロ
セ
ス
に
協
力
し
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
認
め
よ

　

日
米
同
盟
の
信
頼
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、
ま
た
世

界
的
「
不
戦
共
同
体
」
を
強
化
す
る
た
め
に
、日
本
は
、

世
界
的
規
模
の
米
軍
再
編
プ
ロ
セ
ス
に
協
力
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
日
米
間
で
す
で
に
約
束
し
た

課
題
、
特
に
普
天
間
基
地
移
転
問
題
は
、
日
本
と
し
て
、

米
国
と
の
約
束
を
履
行
す
る
最
大
限
の
努
力
を
す
る
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
重
要
な
こ
と
は
、

集
団
的
自
衛
権
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
政
府
解
釈
を
見

直
す
こ
と
で
あ
る
。
日
本
が
、
北
朝
鮮
か
ら
米
国
に
向

け
て
発
射
さ
れ
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
迎
撃
を
躊
躇
し
、

あ
る
い
は
行
動
を
共
に
す
る
米
軍
艦
船
に
対
す
る
北
朝

鮮
の
攻
撃
を
防
護
し
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
即
「
日

米
同
盟
の
死
」
を
意
味
し
か
ね
な
い
。
い
か
な
る
政
権

も
そ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
、
集
団
的
自
衛
権

が
行
使
可
能
な
権
利
で
あ
る
こ
と
を
、
解
釈
の
変
更
ま

た
は
憲
法
の
改
正
に
よ
っ
て
認
め
る
必
要
が
あ
る
。

３　

「
武
器
輸
出
三
原
則
」
は
根
本
的
に
そ
の
あ
り
方
を

見
直
せ

　

一
九
六
七
年
当
初
の
「
武
器
輸
出
三
原
則
」
で
は
、

①
共
産
圏
諸
国
、
②
国
連
決
議
対
象
国
、
③
紛
争
当

事
国
の
三
種
類
の
国
々
だ
け
が
対
象
で
あ
っ
た
が
、

一
九
七
六
年
に
「
す
べ
て
」
の
国
に
拡
大
さ
れ
た
。
世

界
は
「
民
主
主
義
圏
」
諸
国
を
中
心
に
「
不
戦
共
同
体
」

を
形
成
し
、そ
こ
で
は
積
極
的
平
和
主
義
の
観
点
か
ら
、

兵
器
の
開
発
、
生
産
を
含
め
各
国
の
協
力
や
貢
献
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。「
武
器
輸
出
三
原
則
」
は
、
こ
の
現

実
に
目
を
閉
じ
て
、「
一
国
平
和
主
義
」「
一
国
防
衛
主

義
」
の
観
点
か
ら
独
り
よ
が
り
の
平
和
主
義
に
陥
っ
て

い
る
。
日
本
は
、
米
国
と
の
関
係
や
そ
の
他
の
必
要
性

の
明
白
な
他
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
適
用
除
外
を
認

め
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
例
外
的
対
応
に
す
ぎ
な
い
。

こ
の
際
、「
武
器
輸
出
三
原
則
」
は
根
本
的
に
そ
の
あ

り
方
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

４　

国
家
の
情
報
収
集
・
分
析
体
制
を
整
備
・
強
化
せ
よ

　

日
本
の
情
報
収
集
・
分
析
体
制
の
現
状
は
あ
ま
り
に

も
未
整
備
で
あ
る
。
ま
ず
、
①
情
報
収
集
・
分
析
に
お

け
る
各
省
庁
の
分
立
・
競
合
の
現
状
を
改
め
、
諸
情
報

を
迅
速
・
的
確
に
総
理
官
邸
に
集
約
す
る
体
制
を
作
る

必
要
が
あ
る
。
次
に
、
②
こ
れ
ま
で
過
度
に
公
開
情
報

に
偏
向
し
て
き
た
情
報
収
集
体
制
を
改
め
、「
ヒ
ュ
ー

ミ
ン
ト
」（
人
脈
情
報
）
の
非
公
開
情
報
収
集
体
制
を

強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
最
後
に
、
③
機
密
保
全
体
制
の

不
備
の
改
善
が
急
務
で
あ
る
。
機
密
漏
洩
罪
、
防
諜
罪

な
ど
の
機
密
保
全
の
た
め
の
統
一
的
な
法
制
の
制
定
が

望
ま
れ
る
。

　

二　

地
域
的
安
全
保
障
の
た
め
の
提
言

５　

東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
対
話
と
協
力
の
主
導
権
を

握
れ
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東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
「
平
和
」
が
維
持
さ
れ
、
あ
る

い
は
少
な
く
と
も
「
不
戦
」
状
態
が
維
持
さ
れ
る
こ
と

は
、日
本
の
安
全
保
障
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、現
在
こ
の
地
域
に
あ
る
多
国
間
対
話
・

協
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
参
加
し
、
ア
セ
ア
ン
諸
国
と
連

携
し
つ
つ
、
そ
の
主
導
権
を
握
る
べ
き
で
あ
る
。

６　

日
米
の
対
中
戦
略
協
調
を
強
化
・
発
展
さ
せ
よ

　

東
ア
ジ
ア
地
域
の
平
和
と
安
定
に
決
定
的
な
影
響
力

を
も
つ
の
は
、
第
一
に
米
国
、
第
二
に
中
国
で
あ
る
が
、

そ
の
米
中
両
国
は
「
戦
略
・
経
済
対
話
」
を
通
じ
て
「
Ｇ

２
」
と
呼
ば
れ
る
特
別
の
二
国
間
関
係
を
形
成
し
、
他

方
、
日
中
両
国
も
「
戦
略
的
互
恵
関
係
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
そ
の
関
係
の
調
整
と
強
化
に
努
め
て
い
る
。
日
米

両
国
は
中
国
に
「
責
任
あ
る
大
国
」
の
自
覚
を
促
そ
う

と
し
て
い
る
が
、
中
国
は
、
そ
の
国
防
予
算
を
二
一
年

連
続
二
桁
の
伸
び
率
で
増
大
さ
せ
、
核
戦
力
だ
け
で
な

く
、
海
洋
、
宇
宙
、
情
報
等
の
新
分
野
へ
も
進
出
し
つ

つ
あ
り
、他
国
に
懸
念
を
与
え
て
い
る
。
日
米
両
国
は
、

対
中
戦
略
協
調
を
強
化
・
発
展
さ
せ
る
と
共
に
、
将
来

的
に
は
日
米
中
間
の
対
話
の
枠
組
み
を
制
度
化
し
て
、

中
国
が
地
域
秩
序
の
安
定
要
因
と
な
る
よ
う
働
き
か
け

る
べ
き
で
あ
る
。

７　

日
本
の
主
権
に
対
す
る
現
存
す
る
侵
害
行
為
を
直
視

せ
よ

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
領
土
不
法
占
拠
と
北
朝
鮮
に
よ
る
日

本
国
民
の
拉
致
は
日
本
の
国
土
と
国
民
に
対
す
る
侵
害

行
為
で
あ
り
、
こ
れ
を
無
視
し
て
は
い
か
な
る
日
本
の

安
全
保
障
も
空
論
と
な
る
。
日
本
に
は
憲
法
九
条
一
項

の
制
約
が
あ
り
、「
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
」
と

し
て
の
武
力
の
行
使
を
放
棄
し
て
い
る
が
、
軍
事
力
以

外
の
あ
ら
ゆ
る
手
段
と
資
源
を
動
員
し
て
問
題
の
解
決

に
当
た
る
強
い
決
意
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

三　

世
界
的
安
全
保
障
の
た
め
の
提
言

８　

「
国
際
平
和
協
力
一
般
法
」
を
制
定
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
「
集
団
安
全
保
障
」
に
貢
献
せ
よ

　

お
互
い
に
「
不
戦
」
を
誓
い
合
っ
た
国
家
間
に
お
い

て
、
そ
れ
に
違
反
し
た
侵
略
国
に
は
、
他
の
す
べ
て
の

諸
国
家
が
共
同
し
て
制
裁
を
加
え
る
と
い
う
の
が
、「
集

団
安
全
保
障
」
の
法
理
で
あ
る
。
国
連
は
「
集
団
安
全

保
障
体
制
」
を
目
指
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
不
備
な

面
が
多
々
あ
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
や
日
米
同
盟
が
「
不
戦
共

同
体
」
と
し
て
、そ
れ
を
補
完
す
る
位
置
づ
け
に
あ
る
。

日
本
は
積
極
的
平
和
主
義
の
立
場
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な

「
集
団
安
全
保
障
」
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
貢
献
度
は
き
わ
め
て
低

い
。
そ
の
都
度
の
「
授
権
法
」
で
対
処
し
て
き
た
た
め

で
あ
る
が
、
今
後
は
、
国
際
平
和
協
力
一
般
に
関
す
る

「
一
般
法
」
を
制
定
し
て
、
対
応
す
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
。

９　

核
不
拡
散
、
核
軍
縮
、
核
平
和
利
用
の
管
理
徹
底
を

並
行
し
て
推
進
せ
よ

　

日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
核
廃
絶
を
悲
願
と
す

る
と
同
時
に
、
米
国
の
「
核
の
傘
」
に
よ
っ
て
そ
の
最

終
的
安
全
保
障
を
得
て
い
る
立
場
に
も
あ
る
。
と
も
す

れ
ば
情
緒
的
な
対
応
に
流
れ
が
ち
な
核
問
題
で
あ
る

が
、
あ
く
ま
で
も
理
性
的
に
日
本
と
地
域
と
世
界
の
戦

略
的
安
定
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
核
問
題
に
関
す
る
日
米
政
府
の
戦
略

協
議
を
深
め
つ
つ
、
核
不
拡
散
、
核
軍
縮
と
並
行
し
て
、

核
平
和
利
用
の
管
理
徹
底
に
つ
い
て
も
努
力
し
た
い
。

　

３　

積
極
的
平
和
主
義
は
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

　

九
項
目
の
中
で
の
最
重
要
項
目
は
、
提
言
の
前
文
で
伊

藤
氏
が
述
べ
て
い
る
次
の
言
葉
が
示
し
て
い
る
。「
日
本

の
平
和
主
義
は
、こ
れ
ま
で
の
『
消
極
的
平
和
主
義
』『
受

動
的
平
和
主
義
』
か
ら
新
し
い
『
積
極
的
平
和
主
義
』『
能

動
的
平
和
主
義
』
へ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
世
界
は
そ
れ
を
日
本
に
求
め
て
い
ま
す
。
日
本

も
そ
れ
な
し
に
明
日
へ
の
道
を
切
り
拓
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
」。
伊
藤
氏
の
「
積
極
的
平
和
主
義
」
の
絶
対
条
件

は
何
だ
っ
た
か
。
憲
法
九
条
二
項
の
し
ば
り
を
は
ず
す
こ

と
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
上
記
提
言
一
の
２
「
集
団
的
自

衛
権
が
行
使
可
能
な
権
利
で
あ
る
こ
と
を
、
解
釈
の
変
更

ま
た
は
憲
法
の
改
正
に
よ
っ
て
認
め
る
こ
と
」
が
、
最
重

要
項
目
な
の
だ
。

　

伊
藤
氏
の
「
積
極
的
平
和
主
義
」
を
継
承
し
て
い
る
安

倍
首
相
も
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
、
二
〇
一
三
年
九
月
二
五

日
の
米
保
守
系
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
ハ
ド
ソ
ン
研
究
所
に
お

け
る
英
語
演
説
で
追
認
し
て
い
る
。
首
相
は
二
つ
の
具
体

例
を
挙
げ
な
が
ら
こ
う
言
っ
た
。「
安
全
保
障
の
問
題
を

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
…
…
第
一
の
例
は
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ

の
現
場
で
す
。
日
本
の
自
衛
隊
が
、
別
の
国
、
Ｘ
国
の
軍

隊
と
踵
を
接
し
て
活
動
し
て
い
た
と
し
ま
す
。
そ
こ
へ
突

然
、
Ｘ
軍
が
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
る
と
い
う
事
態
が
起
き
ま

し
た
。
Ｘ
軍
は
、
近
く
に
駐
屯
す
る
日
本
の
部
隊
に
助
け

を
求
め
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
部
隊
は
助
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
国
憲
法
の
現
行
解
釈
に
よ
る

と
、
こ
こ
で
Ｘ
軍
を
助
け
る
こ
と
は
憲
法
違
反
に
な
る
か

ら
で
す
…
…
今
度
は
、
公
海
上
で
す
。
日
本
近
海
に
、
米

海
軍
の
イ
ー
ジ
ス
艦
数
隻
が
展
開
し
、
日
本
の
イ
ー
ジ
ス

艦
と
協
力
し
て
、
あ
り
得
べ
き
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
備
え
て
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れ
な
い
と
考
え
て
い
る
」（
第
九
四
回
国
会
衆
議
院
稲
葉

誠
一
議
員
提
出
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書[

内
閣

衆
質
94
第
32
号]

昭
和
五
六
年
五
月
二
九
日
）。

　

同
年
の
同
国
会
で
「
…
…
集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て

は
、
全
然
行
使
で
き
な
い
の
で
ゼ
ロ
で
あ
る
」
と
発
言
し

た
当
時
の
内
閣
法
制
局
長
官
（
角
田
禮
次
郎
内
閣
法
制
局

長
官
の
発
言
。
第
九
四
回
衆
議
院
法
務
委
員
会
議
事
録
第

18
号
、
昭
和
五
六
年
六
月
三
日
）
は
、
二
年
後
の
国
会
で
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
の
可
能
性
に
つ
い
て
こ
う
述
べ
て

い
る
。「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
憲
法
上
認
め
た
い
と

い
う
考
え
方
が
あ
り
、
そ
れ
を
明
確
に
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
憲
法
改
正
と
い
う
手
段
を
当
然
と
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
思
う
」（
角
田
禮
次
郎
内
閣
法
制
局
長
官
の

発
言
。
第
九
八
回
国
会
衆
議
院
予
算
委
員
会
議
事
録
第
12

号
、
昭
和
五
八
年
二
月
二
二
日
）。

　

憲
法
九
条
一
項
、二
項
が
厳
然
と
存
在
し
て
い
る
限
り
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
も
可
能
だ
と
い
う
「
憲
法
解
釈
」

は
成
り
立
た
な
い
の
だ
。
安
倍
首
相
は
、
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
に
前
向
き
な
人
物
を
内
閣
法
制
局
長
官
に
任
命

し
て
、「
憲
法
解
釈
の
変
更
」
と
い
う
手
続
き
で
「
集
団

的
自
衛
権
を
行
使
で
き
る
日
本
」
に
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
手
続
き
は
間
違
っ
て
い
る
。
い
ま
会
期
中
の
第

一
八
六
通
常
国
会
（
二
〇
一
四
年
一
月
二
四
日
か
ら
六
月

二
二
日
ま
で
一
五
〇
日
間
）
で
、
そ
の
間
違
い
は
正
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＜

つ
ぼ
い 

ち
か
ら
・
札
幌
学
院
大
学
名
誉
教
授
（
平
和
学
）＞

改
正
」、
安
倍
首
相
の
場
合
は
、
ハ
ド
ソ
ン
研
究
所
の
演

説
で
分
か
る
よ
う
に
、「
憲
法
解
釈
の
変
更
」。「
憲
法
の

改
正
」
と
い
う
正
当
な
手
続
き
な
ら
、
国
民
は
納
得
で
き

る
。
だ
が
、「
憲
法
解
釈
の
変
更
」
は
納
得
で
き
ま
い
。

　

な
ぜ
な
ら
、
歴
代
政
府
の
「
憲
法
解
釈
」
は
、「
た
し

か
に
憲
法
九
条
は
戦
争
を
放
棄
し
て
い
る
。
だ
が
、
国
民

の
生
命
、
財
産
が
外
部
か
ら
の
武
力
攻
撃
に
よ
っ
て
危
険

に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
時
、
主
権
国
家
と

し
て
、
国
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
の
個
別
的
自
衛

権
ま
で
放
棄
し
た
規
定
と
は
思
え
な
い
。
自
衛
隊
は
そ
う

し
た
自
衛
の
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
実
力
組
織
で
あ

り
、
武
力
攻
撃
を
受
け
た
時
に
そ
れ
を
排
除
す
る
た
め
の

必
要
最
小
限
度
の
実
力
の
行
使
が
で
き
る
」
と
い
う
の
が

限
度
で
あ
っ
て
、
集
団
的
自
衛
権
や
海
外
の
集
団
安
全
保

障
に
も
と
づ
く
武
力
行
使
は
憲
法
九
条
が
容
認
し
て
い
な

い
、
と
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
八
一
年
の
政
府
解
釈
は
そ
の
こ
と
を
明
確
に
言
っ

て
い
る
。「
国
際
法
上
、
国
家
は
集
団
的
自
衛
権
、
す
な

わ
ち
、
自
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
外
国
に
対
す
る
武
力

攻
撃
を
、
自
国
が
直
接
攻
撃
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
実
力
を
も
っ
て
阻
止
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
が
、
国
際
法
上
、
こ
の
よ
う

な
集
団
的
自
衛
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
主
権
国
家
で

あ
る
以
上
、
当
然
で
あ
る
が
、
憲
法
九
条
の
下
に
お
い
て

許
容
さ
れ
て
い
る
自
衛
権
の
行
使
は
、
我
が
国
を
防
衛
す

る
た
め
必
要
最
小
限
度
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
べ
き
も
の
で

あ
る
と
解
し
て
お
り
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
こ
と

は
、
そ
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
上
許
さ

い
る
と
し
ま
す
…
…
突
然
、
米
イ
ー
ジ
ス
艦
一
隻
が
航
空

機
に
よ
る
攻
撃
を
受
け
た
と
し
ま
す
。
ま
た
し
て
も
、
日

本
の
艦
船
は
、
た
と
え
ど
れ
だ
け
の
能
力
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
米
艦
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
助
け

る
と
、
そ
れ
は
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
と
な
り
、
現
行
憲

法
解
釈
に
よ
る
と
違
憲
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
な
の
で
す

…
…
こ
う
い
っ
た
問
題
に
、
い
か
に
処
す
べ
き
か
、
わ
た

し
た
ち
は
真
剣
に
検
討
し
て
お
り
ま
す
…
…
」。

　

そ
し
て
首
相
は
演
説
を
こ
う
締
め
く
く
っ
た
。「
日
本

は
、
地
域
の
、
そ
し
て
世
界
の
平
和
と
安
定
に
、
い
ま
ま

で
に
も
増
し
て
、
積
極
的
に
、
貢
献
し
て
い
く
国
に
な
り

ま
す
。
…
…
私
は
、
私
の
愛
す
る
国
を
積
極
的
平
和
主

義
の
国
に
し
よ
う
と
、
決
意
し
て
い
ま
す
」（
首
相
官
邸

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
日
本
語
訳
か
ら
）。
安
倍
首
相
の
「
積

極
的
平
和
主
義
」
と
そ
の
英
訳proactive contribution 

to peace

の
本
当
の
目
的
は
、「
集
団
的
自
衛
権
を
行
使

で
き
る
日
本
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

　

４　

国
民
の
承
認
を
得
な
い
憲
法
解
釈
の
変
更

　

筆
者
は
、「
集
団
的
自
衛
権
を
行
使
で
き
る
日
本
に
す

る
」
と
い
う
安
倍
首
相
の
〝
決
意
〟
、
そ
し
て
「
そ
う
す

る
こ
と
が
世
界
の
流
れ
で
あ
り
日
本
の
明
日
の
道
を
切
り

拓
く
の
だ
」
と
い
う
伊
藤
氏
の
歴
史
観
や
提
言
は
、
個
人

の
考
え
と
し
て
は
尊
重
す
る
。
し
か
し
、
事
は
日
本
国
民

全
体
の
問
題
だ
。
そ
の
実
現
に
当
た
っ
て
は
、
国
民
が
納

得
で
き
る
手
続
き
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
伊
藤
氏

の
手
続
き
は
「
憲
法
解
釈
の
変
更
」
あ
る
い
は
「
憲
法
の


